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児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
百
六
十
一
号

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
そ
の
者
の
自
立
の
た
め
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活

援
助
が
必
要
と
認
め
た
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一

法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
（
次
号
及
び
第
四
十
二
条
第
十
号
に
お
い
て
「
児

童
自
立
生
活
援
助
」
と
い
う
。）の
実
施
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
母
子
保
護
の
実
施
又
は
法
第
三

十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
を
解
除
さ
れ
た
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
自
立
の
た
め
に
児
童
自
立
生
活
援
助
が
必
要
と
認
め
た
者


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第
一
条
の
二
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

法
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
と
し
て
の
相
談
そ
の
他

の
援
助
を
受
け
て
い
る
者
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童
心
理
治
療
施
設
若
し
く
は
児
童
自
立

支
援
施
設
の
行
う
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
受
け
て
い
る
者
又
は
児
童
相
談
所
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
機
関

の
行
う
自
立
の
た
め
の
援
助
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

法
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
情
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
高
等
学
校
」
と
い
う
。）、
同
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
大
学
」
と

い
う
。）そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
教
育
施
設
に
在
学
す
る
生
徒
若
し
く
は
学
生
又
は
高
等
学
校
、
大
学
若
し

く
は
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
教
育
施
設
へ
の
入
学
が
予
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

試
み
の
使
用
期
間
中
の
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
の
利
用
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
就
職
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
内

閣
府
令
で
定
め
る
就
学
又
は
就
労
に
向
け
た
活
動
を
行
つ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四

疾
病
又
は
負
傷
の
た
め
に
就
学
若
し
く
は
就
労
又
は
こ
れ
ら
に
向
け
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
者
で
あ

る
こ
と
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
四
」
を
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、「
児
童
を
一
時
保
護
す
る
施
設
」を「
一

時
保
護
施
設
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
」

に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
四
号
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）」を
削
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
九
項
」
を
「
第
六
条
の
二
の
二
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
」
を
「
肢
体
不
自
由
（
法
第
六
条
の
二
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
肢
体
不
自
由
を
い
う
。
次
項
及
び
第
二
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
同
じ
。）の
あ
る
児
童
に
対
し

て
治
療
を
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
」
を
「
肢
体
不
自
由
の
あ
る
児

童
に
対
し
て
治
療
を
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
八
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
二
項
」に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
十
一
を
削
り
、
第
二
十
五
条
の
十
の
二
を
第
二
十
五
条
の
十
一
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
二
中
「
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
」
を
「
肢
体
不
自
由
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
治
療

を
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
八
の
表
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
の
項
、
第
二
十
七
条
の
十
の
表
第
二
十
四
条
の
九
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
の
項
、
第
二
十
七
条
の
十
の
二
の
表
第
二
十
四
条
の
九
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
の
項
、
第
二
十
七
条
の
十
五
の
表
第
二
十
一
条
の
五
の

十
五
第
三
項
の
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
七
の
表
第
二
十
四
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条

の
五
の
十
五
第
三
項
の
項
中「（
医
療
型
児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
の
申
請
に
あ
つ
て
は
、
第
七
号
を
除
く
。）」
を

削
る
。

第
二
十
八
条
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
四
号
中
「
児
童
福
祉
施
設
」
の
下
に
「
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
」
を
加
え
、
同
条
中
第

十
一
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第

一
項
に
規
定
す
る
家
庭
支
援
事
業
の
種
類
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
当
該
家
庭
支
援
事

業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
費
そ
の
他
の
経
費
の
額
（
そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用

の
額
（
そ
の
費
用
の
た
め
の
収
入
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
収
入
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。）を
超
え
る
と

き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。）か
ら
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
当
該
費
用
に
係
る

法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
額
を
控
除
し
た
額

第
四
十
二
条
第
九
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
十
二
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
施
設
」
を
「
第

十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
一
時
保
護
施
設
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
同
条

第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

九

法
第
五
十
条
第
七
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
う
法
第
十
一
条
第
四
項
に
規

定
す
る
里
親
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
に
よ

る
地
域
差
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
当
該
里
親
支
援
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
費

そ
の
他
の
経
費
の
額
（
そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額
（
そ
の
費
用
の
た
め
の
収

入
が
あ
る
と
き
は
、そ
の
収
入
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。）を
超
え
る
と
き
は
、当
該
費
用
の
額
と
す
る
。）

十

法
第
五
十
条
第
七
号
の
三
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
場
所
の
種
類
、
当
該

場
所
の
所
在
地
に
よ
る
地
域
差
等
を
考
慮
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
児
童
自
立

生
活
援
助
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
費
、
利
用
者
の
日
常
生
活
費
そ
の
他
の
経
費
の
額
（
そ
の
額
が
当
該

年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額
（
そ
の
費
用
の
た
め
の
収
入
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
収
入
の
額
を

控
除
す
る
も
の
と
す
る
。）を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。）か
ら
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
よ
つ
て
算
定
し
た
当
該
費
用
に
係
る
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
額
を
控
除
し
た
額

第
四
十
二
条
第
六
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

法
第
五
十
条
第
六
号
の
四
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号

又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
導
に
係
る
児
童
の
数
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て

算
定
し
た
当
該
指
導
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
費
そ
の
他
の
経
費
の
額
（
そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に

要
し
た
当
該
費
用
の
額
（
そ
の
費
用
の
た
め
の
収
入
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
収
入
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す

る
。）を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。）

第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
」
に
、「
第
十
八
条
の

二
十
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
の
二
」
に
改
め
、「
保
育
士
の
登
録
等
」
の
下
に
「
、
法
第
十
八
条
の
二
十
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理
、
法
第
十
八
条
の
二
十
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

へ
の
記
録
等
」
を
、「
又
は
援
助
」
の
下
に「
、
法
第
二
十
四
条
の
十
九
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
の
場
の
設
置
等
」

を
、「
命
令
」
の
下
に
「
、
児
童
相
談
所
設
置
市
が
行
う
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業

又
は
意
見
表
明
等
支
援
事
業
に
係
る
法
第
三
十
四
条
の
七
の
三
の
規
定
に
よ
る
質
問
等
及
び
法
第
三
十
四
条
の
七
の

四
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止
の
命
令
、
児
童
相
談
所
設
置
市
が
行
う
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
に
係
る
法
第
三

十
四
条
の
七
の
六
の
規
定
に
よ
る
質
問
等
及
び
法
第
三
十
四
条
の
七
の
七
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止
の
命
令
」

を
加
え
、「
第
五
十
九
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
五
十
九
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
都
道
府
県
を

除
く
。）」
と
」
の
下
に
「
、
法
第
三
十
四
条
の
七
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
及
び
都
道
府
県
」
と

あ
る
の
は
「
、
都
道
府
県
及
び
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
、
法
第
三
十
四
条
の
七
の
三
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の

七
の
四
中
「
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
者
（
都
道
府
県
を
除
く
。）」
と
、
法
第
三
十
四
条
の
七
の
五
第
二
項
か

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
及
び
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道
府
県
及
び
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
、
法
第

三
十
四
条
の
七
の
六
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の
七
の
七
中
「
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
者
（
都
道
府
県
を
除

く
。）」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項
中
「
命
令
に
関
す
る
規
定
」
の
下
に
「
、
法
第
三
十
四
条
の
七
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
又
は
意
見
表
明
等
支
援
事
業
に
つ
い
て
の

都
道
府
県
知
事
の
質
問
等
に
関
す
る
規
定
、
法
第
三
十
四
条
の
七
の
四
の
規
定
に
よ
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社

会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
又
は
意
見
表
明
等
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
命
令

に
関
す
る
規
定
、
法
第
三
十
四
条
の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
に
つ
い
て
の
都
道
府

県
知
事
の
質
問
等
に
関
す
る
規
定
、
法
第
三
十
四
条
の
七
の
七
の
規
定
に
よ
る
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
の
制
限
又

は
停
止
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
命
令
に
関
す
る
規
定
」
を
加
え
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
」
に
、「
第
百

七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
八
号
」
に
、「
第
百
七
十

四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
九
号
」
に
、「
第
百
七
十
四
条

の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
十
二
号
」に
、「
第
十
八
条
の
二
十
」


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を
「
第
十
八
条
の
二
十
の
二
」
に
、「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
十
一
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四

十
九
の
二
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、「
登
録
等
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
八
条
の
二
十
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
の
受
理
、
同
法
第
十
八
条
の
二
十
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
記
録
等
」
を
加
え
、「
第

百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
号
」
を「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
五
号
」に
、「
第

百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
一
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
六
号
」
に

改
め
、「
命
令
」
の
下
に「
、
指
定
都
市
が
行
う
同
法
第
六
条
の
三
第
十
五
項
に
規
定
す
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業（
第

八
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
二
号
に
お
い
て
「
親
子
再
統
合
支
援
事
業
」
と
い
う
。）、

同
法
第
六
条
の
三
第
十
六
項
に
規
定
す
る
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
（
第
八
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十

九
の
二
第
一
項
第
二
十
二
号
に
お
い
て
「
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
」
と
い
う
。）又
は
同
法
第
六
条
の
三
第

十
七
項
に
規
定
す
る
意
見
表
明
等
支
援
事
業
（
第
八
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
二
号
に

お
い
て
「
意
見
表
明
等
支
援
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
三
の
規
定
に
よ
る
質
問
等
及
び
同

法
第
三
十
四
条
の
七
の
四
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止
の
命
令
、
指
定
都
市
が
行
う
同
法
第
六
条
の
三
第
十
八
項

に
規
定
す
る
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
（
第
八
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
七
号
に
お
い

て
「
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
六
の
規
定
に
よ
る
質
問
等
及
び
同
法

第
三
十
四
条
の
七
の
七
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止
の
命
令
」
を
加
え
、「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項

第
二
十
二
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
八
号
」
に
、「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第

一
項
第
二
十
三
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
九
号
」
に
、「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の

二
第
一
項
第
三
十
五
号
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
四
十
一
号
」
に
、「
第
五
十
九
条
の
四
第
三

項
」
を
「
第
五
十
九
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
四

条
の
十
九
第
四
項
中
「
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
」
と
、
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項

第
二
号
」
に
改
め
、「
都
道
府
県
を
除
く
。）」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま

で
の
規
定
中
「
及
び
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
」
と
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
三

第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の
七
の
四
中
「
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
者
（
都
道
府
県
を
除
く
。）」
と
、
同
法
第

三
十
四
条
の
七
の
五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
及
び
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道
府
県
及
び
指

定
都
市
」
と
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
六
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の
七
の
七
中
「
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
行

う
者
（
都
道
府
県
を
除
く
。）」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
命
令
に
関
す
る
規
定
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
十

四
条
の
七
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
又
は
意
見
表
明

等
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
質
問
等
に
関
す
る
規
定
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
四
の
規
定
に
よ
る

親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
又
は
意
見
表
明
等
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
に
つ
い

て
の
都
道
府
県
知
事
の
命
令
に
関
す
る
規
定
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
妊
産
婦
等
生
活

援
助
事
業
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
質
問
等
に
関
す
る
規
定
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
七
の
規
定
に
よ
る
妊

産
婦
等
生
活
援
助
事
業
の
制
限
又
は
停
止
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
命
令
に
関
す
る
規
定
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
三
十
八
号
を
同
項
第
四
十
四
号
と
し
、
同
項
第
三
十
七
号
中
「
第
五
十

九
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
五
十
九
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十

六
号
を
第
四
十
二
号
と
し
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十

六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
七

中
核
市
が
行
う
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
に
係
る
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
七
の
六
の
規
定
に
よ
る

質
問
等
及
び
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
七
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止
の
命
令
に
関
す
る
事
務

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
中
第
二
十
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
十
九
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第

十
八
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
二

児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
六
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
、
同
法
第
三
十
三
条
の
六
の
三
の
規
定
に
よ

る
利
用
の
勧
奨
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護

自
立
支
援
拠
点
事
業
又
は
意
見
表
明
等
支
援
事
業
の
実
施
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
届

出
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
三
の
規
定
に
よ
る
質
問
等
及
び
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
四
の
規
定
に
よ
る
制

限
又
は
停
止
の
命
令
に
関
す
る
事
務

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
十
六
号
中
「
第
三
十
一
条
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
二
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
」
を
加
え
、「
第
七
項
及
び
第
九
項
」
を
「
第
九
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
二
十
号
と
し
、
同
項
中
第
十
五
号
を
第
十
九
号
と
し
、第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
第
十
一
号
中
「
第
十
八
条
の
二
十
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
の
二
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
四

児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
二
十
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理
に
関
す
る
事
務

十
五

児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
二
十
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
記
録
等
に
関
す
る
事
務

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
八
号
と
し
、
同
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

児
童
福
祉
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
事
務

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号

と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令
第
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
る
認
定
に
関
す
る
事
務

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
二
項
中
「
都
道
府
県
を
除
く
。）」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の

五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
及
び
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道
府
県
及
び
中
核
市
」
と
、
同
法

第
三
十
四
条
の
七
の
六
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の
七
の
七
中
「
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
者
（
都
道
府
県
を

除
く
。）」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
命
令
に
関
す
る
規
定
、
同
法
」
の
下
に
「
第
三
十
四
条
の
七
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
又
は
意
見
表
明
等
支
援
事
業
に
つ
い

て
の
都
道
府
県
知
事
の
質
問
等
に
関
す
る
規
定
、
同
法
第
三
十
四
条
の
七
の
四
の
規
定
に
よ
る
親
子
再
統
合
支
援
事

業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
又
は
意
見
表
明
等
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事

の
命
令
に
関
す
る
規
定
、
同
法
」
を
加
え
、「
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
五
号
」
を
「
第
百
七
十

四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。

（
都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に

改
め
る
。

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一

項
ハ

中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
ハ

中
「
同
条
第
十
五
項
」を「
同

条
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

（
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」に
改
め
る
。

一

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十

七
年
政
令
第
三
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号

二

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
令
和
三
年
政
令
第
百
三
十
七
号
）
第
七
条

第
六
項
第
九
号

（
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
号
中
「
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）」の
下
に
「
第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
（
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
施
設
に
限
る
。）、
児
童
福
祉
法
」
を
加
え
、
同
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号

と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。


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（
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
同
条
第
七
項
」
を
「
、
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、「
一
時
預
か
り
事
業
」
の
下
に

「
、
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
又
は
同
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
児
童
育
成
支
援
拠
点

事
業
」
を
、「
除
く
。）」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同

項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令

第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
号
中
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
、
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、

母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

（
健
康
増
進
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

健
康
増
進
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
五
号
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
若
し
く
は
同
条
第
六
項
」
を
「
若
し
く
は
同
条

第
五
項
」
に
、「
及
び
同
条
第
十
三
項
」
を
「
、
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、「
病
児
保
育
事
業
」
の
下
に
「
、
同
条
第

十
五
項
に
規
定
す
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
、
同

条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
、
同
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
及
び

同
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
」
を
、「
児
童
福
祉
施
設
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
条
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
同
法
第
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
子
育
て
相
談
機
関
の
所

在
す
る
施
設
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
七
号
と
す

る
。

（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
号
中
「
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
里
親
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
、「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改

正
）

第
十
一
条

地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平

成
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
又
は
同
条
第
六
項
」
を
「
又
は
同
条
第
五
項
」に
、

「
）、
同
条
第
七
項
」
を
「
）、
同
条
第
六
項
」
に
、「
若
し
く
は
同
条
第
十
項
」
を
「
、
同
条
第
十
項
」
に
、「
の
用
に

供
す
る
」
を
「
、
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
社
会
的
養
護

自
立
支
援
拠
点
事
業
、
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
、
同
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
児
童

育
成
支
援
拠
点
事
業
若
し
く
は
同
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
同

法
第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
同
法
第
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
子
育
て

相
談
機
関
の
所
在
す
る
」
に
、「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
又
は

同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
若
し
く
は
」を「
又

は
」
に
改
め
、「
又
は
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
母
子
健

康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
及
び
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降

に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
児
童

福
祉
法
施
行
令
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
九
項
」
を
「
第
六
条
の
二
の
二
第
八
項
」に
改
め
る
。

一

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）

第
四
十
三
条
の
五
第
一
項
第
四
号
及
び
第
三
項

二

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
九

号
）
第
一
条
第
一
項

（
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
号
中
「
児
童
相
談
所
、
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
の
用
に

供
す
る
施
設
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
児
童
相
談
所
」
に
改
め

る
。第

二
十
一
条
第
一
号
中
「
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
里
親
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
、「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
医
療
型
児
童
発
達
支
援
」
を
削
り
、「
同
条
第
五
項
」

を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
こ
ど
も
家
庭
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

こ
ど
も
家
庭
庁
組
織
令
（
令
和
五
年
政
令
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
号
及
び
第
四
条
第
一
号
中
「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加

え
る
。

第
二
十
二
条
第
一
号
中
「
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
里
親
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
里
親
」
を
「
第
一
号
（
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
職
員
を
養
成
す
る
施

設
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
里
親
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中「
及
び
児
童
自
立
支
援
施
設
」

を
「
、
児
童
自
立
支
援
施
設
及
び
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
母

子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
。
次
条
に
お
い
て
「
新
母
子
保
健
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
第
五
条
（
第
一
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
同
条
（
同
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
み
な
す
。

一

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）の
前
日
に
お
い
て
、
第
五
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い

て
「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）で
あ
っ
た
施
設
及
び
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
六
十
三
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に

よ
り
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
み
な
さ
れ
て
い
た
施
設

二

施
行
日
前
に
定
め
ら
れ
た
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
整
備
計
画
（
母
子
健
康
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
に
限
る
。）に
基
づ
い
て
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
る
施
設
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（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
新
母
子
保
健
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業

の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
第
五
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
過
疎

地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
七
条
第
六
項
第
九
号
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
同
条
（
同
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
規
定
す

る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
み
な
す
。

一

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
、
第
五
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
七
条
第
六
項
第
九
号
に
規
定
す
る
母
子
健
康
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
次
号
に
お
い
て
「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）で
あ
っ
た
施
設

二

施
行
日
前
に
定
め
ら
れ
た
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九

号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画
（
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

に
限
る
。）に
基
づ
い
て
施
行
日
以
後
に
設
置
さ
れ
る
施
設

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
前
に
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
住
宅
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
住
宅
計
画
に
記
載
さ
れ
た
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
公
共
公
益
施
設

で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
に
新
た
に
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公

的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
整
備
す
る
も
の
は
、
地
域
住
宅
特
別
措
置
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
公
営
住

宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
三
十
六
条
第
三
号
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
域

に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
条
（
第
一
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
み
な
す
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

総
務
大
臣

松
本

剛
明

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

防
衛
大
臣

木
原

稔
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